


　「
毎
日
畑
に
行
っ
て
作
物
の
様
子

を
観
察
す
る
こ
と
。
天
気
予
報
を
確

認
す
る
こ
と
。
買
い
手
の
気
持
ち
に

な
っ
て
栽
培
・
販
売
す
る
こ
と
。
母

か
ら
教
え
ら
れ
た
の
は
、
本
当
に
基

本
的
な
こ
と
で
す
が
、
一
番
大
切
な

こ
と
で
す
」
と
話
す
の
は
西
条
市
庄

内
の
菅
泰
裕
さ
ん
。
母
親
の
教
え
を

常
に
意
識
し
、
ひ
た
む
き
に
農
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
現
在
は
、水
稲
１
・
２
㌶
と
露
地
・

施
設
野
菜
（
キ
ュ
ウ
リ
、
ナ
ス
等
）

１
㌶
を
栽
培
。
主
に
Ｊ
Ａ
周
桑
の
直

売
所
・
周
ち
ゃ
ん
広
場
や
近
隣
の

ス
ー
パ
ー
で
販
売
し
て
い
る
。

　
25
歳
の
時
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
や

め
て
、
専
業
農
家
に
な
る
こ
と
を
決

意
。
母
親
と
祖
父
母
が
農
業
を
し
て

い
る
た
め
、
環
境
が
整
っ
て
い
る
と

い
う
強
み
も
、
就
農
の
後
押
し
に

な
っ
た
。「
菅
さ
ん
と
こ
の
野
菜
、

い
つ
も
買
い
よ
る
よ
」
と
お
客
さ
ん

か
ら
、声
を
か
け
て
も
ら
う
こ
と
が
、

な
に
よ
り
う
れ
し
い
と
い
う
菅
さ

ん
。
農
業
へ
の
や
り
が
い
を
日
々
感

じ
て
い
る
。

　
天
候
に
左
右
さ
れ
や
す
い
農
業

は
、
年
間
を
通
じ
て
安
定
生
産
す
る

こ
と
が
非
常
に
難
し
い
。
菅
さ
ん
は

「
日
々
管
理
を
怠
る
こ
と
な
く
、
自

分
の
で
き
る
こ
と
を
す
る
だ
け
。
努

力
し
て
い
れ
ば
、
結
果
は
お
の
ず
と

つ
い
て
く
る
と
信
じ
て
い
ま
す
」
と

力
強
く
語
る
。
今
後
は
、
今
の
栽
培

面
積
を
維
持
し

な
が
ら
、
日
々

の
基
本
的
な
農

作
業
を
大
切
に

す
る
こ
と
で
、

安
定
し
た
生
産

農
家
を
目
指

す
。

松山

西予

伊予

宇和島

西条

今治支所発

母
の
教
え
を
大
切
に

お
客
さ
ん
に
喜
ば
れ
る
野
菜
を

菅　泰裕さん（32歳）
（西条市）

脇　純樹さん（29歳）
（四国中央市）

かん　やすひろ わき　じゅんき

松山

西予

伊予

宇和島

今治

新
宮
茶
に
か
け
る

  

　熱
い
思
い
を
継
承

西条支所発

農
業
に
情
熱
を
持
ち
、

未
来
を
切
り
開
い
て
い
る

愛
媛
の
農
家
を
応
援
し
ま
す
。

きらりネット

お嫁さん探しも
頑張りたいです。

自慢の新宮茶をたく
さんの人に飲んでほ
しいです。

畑では、ナスとトウモロコシがすくすくと育っている

　
お
茶
農
家
４
代
目
の
脇
純
樹
さ

ん
。
四
国
中
央
市
新
宮
町
で
日
本
一

の
香
り
と
名
高
い
新
宮
茶
の
生
産
、

加
工
、
販
売
の
一
貫
経
営
を
行
っ
て

い
る
。

　
現
在
は
、
父
親
と
と
も
に
自
園
１

８
０
㌃
、
管
理
園
２
５
０
㌃
で
お
茶

を
栽
培
。
町
内
約
２
０
０
戸
か
ら
生

葉
を
買
い
取
り
、製
茶
を
請
け
負
う
。

　
新
宮
茶
の
特
徴
は
、
農
薬
を
使
用

し
て
い
な
い
安
全
安
心
な
お
茶
で
あ

る
こ
と
。
害
虫
の
天
敵
で
あ
る
ク
モ

や
ハ
チ
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
そ
れ

を
実
現
し
て
い
る
。

　
大
学
生
の
時
、
休
日
に
家
業
を
手

伝
い
、
お
茶
へ
の
関
心
が
湧
い
た
と

い
う
脇
さ
ん
。
日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
の
資
格
を
持
ち
、
豊
富
な
知

識
も
折
り
紙
つ
き
だ
。
生
産
と
加
工

の
両
方
に
携
わ
る
た
め
、
技
術
向
上

に
も
余
念
が
な
い
。
時
間
を
捻
出
す

る
の
が
難
し
い
中
、
静
岡
や
九
州
の

お
茶
農
家
を
訪
問
し
、
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
っ
て
い
る
。
脇
さ
ん
は
「
教

え
て
い
た
だ
い
た
技
術
や
知
識
を
、

現
場
で
活
用
し
、
日
本
茶
の
普
及
に

努
め
る
毎
日
で
す
」
と
話
す
。

　
ま
た
、
普
及
の
一
環
と
し
て
、
香

り
の
よ
い
新
宮
茶
の
特
徴
を
最
大
限

に
生
か
す
、
紅
茶
や
ウ
ー
ロ
ン
茶
を

開
発
。
３
年
の
開
発
期
間
を
か
け
た

自
信
作
だ
。

日
本
茶
離
れ

が
進
む
中
、

新
宮
茶
の
新

た
な
可
能
性

を
広
げ
る
た

め
、
脇
さ
ん

の
挑
戦
は
続

く
。

丹精込めて栽培したお茶の出荷の喜びはひとしお
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和45年に恩地町に帰郷し、農
業を始めて47年になる。趣味

はカラオケで、お酒とたまに帰ってくる
６人の孫の顔を見ることが楽しみ。今
後は、高齢化・過疎化の進む恩地町の
活性化を望んでいる。
担当地区▶松山市恩地
経営規模▶水稲10㌃、
　　　　　ハウス・露地野菜10㌃
担当戸数▶8戸　共済部長歴▶29年

間部で水稲やシキミを栽培して
いる。地域ではまだまだ若手

で、近所の方から、管理できなくなった
水田を頼まれ、年々耕作面積が増えて
いる。これからも、イノシシやサルの
被害に気を付けながら、農地を荒らさ
ないようにしたい。
担当地区▶今治市玉川町大野
経営規模▶水稲100㌃、シキミ20㌃
担当戸数▶26戸　共済部長歴▶3年

NOSAIえひめの県内6支所（西条・今治・松山・伊予・西予・宇和島）から共済部長
をご紹介します。

年前に退職し、米と野菜を楽し
みながら作っている。こだわり

は、稲木米作りで、手間と時間を惜しま
ない。年を取ったので農作業が大変
だが、少しでもおいしいお米ができるよ
うに栽培技術を磨いていきたい。
担当地区▶松野町目黒中央第一
経営規模▶水稲25㌃、飼料稲20㌃、
　　　　　自家用野菜３㌃
担当戸数▶7戸　共済部長歴▶1年

産業を始めて25年。現在は、愛
媛飼料産業㈱内子分場で豚を

600頭飼育している。生産性を向上させる
ため、季節によって飼料の配合を変えてい
る。これからは、作業効率を上げ、さらに品
質の良い豚を生産できるようにしたい。
担当地区▶大洲市下長谷
経営規模▶養豚600頭、水稲10㌃、
　　　　　かき10㌃
担当戸数▶30戸　共済部長歴▶8年

山

昭

畜

10

年退職後、本格的に野菜を作
り始めて７年目になる。現在、

年間約20種類の野菜を地元の産直市
に出荷している。露地野菜の栽培は
天候に左右されやすいが、安全安心を
モットーに、今後も消費者においしいと
言ってもらえる野菜を作りたい。
担当地区▶新居浜市中萩
経営規模▶水稲104㌃、野菜50㌃
担当戸数▶7戸　共済部長歴▶9年

定 田岬の美しい石垣に囲まれて仕事
をしたいと思い就農。８年目を迎え

た。試行錯誤しながら、農業を楽しんでい
る。農業後継者協議会で、耕作放任園地
を再生する活動もしており、自分のような県外
出身の新規就農者が増えればと思う。
担当地区▶伊方町三崎須賀
経営規模▶清見130㌃、はるみ20㌃、
　　　　　不知火30㌃
担当戸数▶5戸　共済部長歴▶2年

佐

伊
予
支
所
─
宇
野
本 

眞
人
さ
ん（
69
）

西
条
支
所
─
村
上 

嘉
一
さ
ん（
66
）

宇
和
島
支
所
─
岡
村 

正
一
さ
ん（
72
）

西
予
支
所
─
齋
藤 

博
人
さ
ん（
34
）

今
治
支
所
─
越
智 
幸
富
さ
ん（
63
）

松
山
支
所
─
田
内 

忠
一
さ
ん（
78
）

第７号のクイズ③の答えは「ほおずき」、第８号のクイズ
④の答えは「こんにゃく」でした。
たくさんのご応募ありがとうございました。
当選発表は、お食事券の発送をもって発表と代えさせて
いただきます。

ひめのわ10号を読んで
クイズを解いてください。

「支所便り」で宇和島支所が紹介しているゼリーに使用されているかんきつは何？

ア：せとか　　　イ：ブラッドオレンジ　　
ウ：愛媛果試第 28号（紅まどんな）

コンバインで、最も多い事故は？

ア：接触　　　イ：火災　　　ウ：異物の巻込み

ゆるキャラグランプリにエントリーした農業共済新聞のキャラクターの名前は？

ア：ノーサイくん　　　イ：みきゃん　　ウ：バリィさん

【応募の方法】
ハガキに必要事項をご記入の上、ご応募ください。

【応募締め切り】
平成29年10月31日㈫消印有効
※応募によって得られた個人情報は、当組合にて厳重に
管理し、プレゼントの発送及び広報紙の製作の参考意見
として利用する以外の目的では使用いたしません。

問　題

クイズ❻

　今年の４月から幼稚園に入園したちいちゃん。すごく
甘えん坊だったのに、今ではすっかりお姉さんだね。お
手伝いがマイブームで、一緒に家事をしてくれます。大
きくなった時が、今から楽しみです。お友達とたくさん
遊んで、元気で優しい子に育ってね。（母より）

中島 千尋ちゃん（5歳）
宇和島市

ちひろ

　趣味はドライブで、休日には友人と一緒に、四国内の
有名な観光地へ遊びに出かけます。愛車は、今年の３月
に購入したばかりで、運転するのがさらに楽しくなりま
した。その土地の名産や話題のおいしい物を食べ歩く
と、日々の仕事の疲れも忘れて、また頑張れます。

I y o  B i j i n

田中 美香さん（27歳）
伊予市

まなみ

正解の中から抽選で３名様に、

イヨメシ掲載の『石窯パン工房』の

ピザ１枚交換券（Ｍサイズ）を
プレゼントします。

ふるってご応募ください。

松
山
市
二
番
町

　
　
　
４
丁
目
４
ー
２

N
O
S
A
I
え
ひ
め

　
　
　
　
　
ク
イ
ズ
係

62 7 9 0 0 0 0 2

★クイズの答え

★〒・ご住所

★お名前（フリガナ
）

★年齢

★電話番号

★広報紙「ひめのわ
」

　へのご意見・感想
を

　お書きください。

問１

問２

問３
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たくさんのご応募ありがとうございました。
当選発表は、お食事券の発送をもって発表と代えさせて
いただきます。

ひめのわ10号を読んで
クイズを解いてください。

「支所便り」で宇和島支所が紹介しているゼリーに使用されているかんきつは何？

ア：せとか　　　イ：ブラッドオレンジ　　
ウ：愛媛果試第 28号（紅まどんな）

コンバインで、最も多い事故は？

ア：接触　　　イ：火災　　　ウ：異物の巻込み

ゆるキャラグランプリにエントリーした農業共済新聞のキャラクターの名前は？

ア：ノーサイくん　　　イ：みきゃん　　ウ：バリィさん

【応募の方法】
ハガキに必要事項をご記入の上、ご応募ください。

【応募締め切り】
平成29年10月31日㈫消印有効
※応募によって得られた個人情報は、当組合にて厳重に
管理し、プレゼントの発送及び広報紙の製作の参考意見
として利用する以外の目的では使用いたしません。

問　題

クイズ❻

　今年の４月から幼稚園に入園したちいちゃん。すごく
甘えん坊だったのに、今ではすっかりお姉さんだね。お
手伝いがマイブームで、一緒に家事をしてくれます。大
きくなった時が、今から楽しみです。お友達とたくさん
遊んで、元気で優しい子に育ってね。（母より）

中島 千尋ちゃん（5歳）
宇和島市

ちひろ

　趣味はドライブで、休日には友人と一緒に、四国内の
有名な観光地へ遊びに出かけます。愛車は、今年の３月
に購入したばかりで、運転するのがさらに楽しくなりま
した。その土地の名産や話題のおいしい物を食べ歩く
と、日々の仕事の疲れも忘れて、また頑張れます。

I y o  B i j i n

田中 美香さん（27歳）
伊予市

まなみ

正解の中から抽選で３名様に、

イヨメシ掲載の『石窯パン工房』の

ピザ１枚交換券（Ｍサイズ）を
プレゼントします。

ふるってご応募ください。

松
山
市
二
番
町
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ク
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62 7 9 0 0 0 0 2

★クイズの答え

★〒・ご住所

★お名前（フリガナ
）

★年齢

★電話番号

★広報紙「ひめのわ
」

　へのご意見・感想
を

　お書きください。

問１

問２

問３
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